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『
出
雲
国
風
土
記
』時
代
の
地
方
行
政
制
度

奈
良
時
代
の
地
方
の
し
く
み
は
、
国
・
郡
・
郷さ
と

（
里
こ
ざ
と
）
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。「
国
」
と
「
郡
」
は
境
界
が
は
っ

き
り
と
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、「
郷
」
は
五
〇
戸
か
ら

構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
郷

の
境
界
に
つ
い
て
は
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
郷
」
は
、
河
川
流
域
や
平
野
部
の
開
拓
地
に
設
置
さ
れ
、

開
拓
さ
れ
て
い
な
い
山
、
川
、
原
野
な
ど
は
そ
の
域
外
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
地
図
で
は
郷
の
境
界
を
記
さ
ず
、

そ
の
お
お
よ
そ
の
位
置
に
あ
た
る
箇
所
に
郷
名
を
記
入
し
て

い
ま
す
。
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（加藤義成『修訂出雲国風土記参究』図をもとに作成）�
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岸
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載
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れ
て
い
る
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名
推
定
地

『出雲国風土記』時代の長さ
次のとおりと考えられています。
1歩 ･････････････････････1.78メートル
1里＝300歩 ････････････534.54メートル
1尺 ････････････････････0.297メートル
1丈＝10尺 ･･･････････････2.97メートル

『出雲国風土記』に見える郡は､現在の郡･市
町村と､ほぼ次のように重なります。
◎意宇

お う

郡 ･･･････････････････････････
松江市南部、安来市、能義郡、
八束郡南部（島根半島部は除く）
◎島根

しまね

郡 ･･･････････････････････････
松江市北部、島根町、美保関町、鹿島町の一部
◎秋鹿

あいか

郡 ･･････････松江市湖北地区、鹿島町
◎楯縫
たてぬい

郡･･･････････････････････平田市
◎出雲

いずも

郡 ･出雲市、斐川町、大社町、平田市の一部
◎神門

かんど

郡 ････出雲市、湖陵町、多伎町、佐田町
◎飯石

いいし

郡･･･････････････････････飯石郡
◎仁多

に た

郡･･･････････････････････仁多郡
◎大原
おおはら

郡･･･････････････････････大原郡
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